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信 州 大 学 医 学 部 第 F．内 科

信 州 大 学 医 学 部 附 属 病 院 人 工 腎 臓 部

○ 高 　 昌 星 ，柳 澤 信 夫，

　 篠 田 俊 雄 ，小 冂 寿 夫 ， 新 倉 秀 雄

　 1目 的 】 31 ］D 病 は そ の 病 巣 内 で 脱 髄 層 と 非 脱 髄

層 が 同 心 円 状 に 配 列 す る 特 徴 的 な 病 理 所 見 を 呈 す

る ，中 枢 神 経 系 の 炎 症 性 脱 髄 疾 患 で あ る ，本 症 の

臨 床 像 は 急 性 ， 単 相 性 の 経 過 を と リ ア 後 不 良 と さ

れ る が， 今 回 我 々 は 2 例 の Balo 病 と 診 断 し た 患 者

に 副 腎 皮 質 ス テ ロ イ ド 楽 と 免 疫 吸 着 療 法 を 併 用 し，

良 好 な 結 果 を 得 た の で 報 告 す る ，

【対 象 お よ び 方 法 ｝ 症 例 1 ， ZS 歳 ， 日 本 人 女 性．

主 訴 は 歩 彳］
’
障 害， 失 謡 ，意 識 障 害．　1992年 1月 22 日

に 頭 痛 ， め ま い ， 歩 行 障 害 が 出 現． Z8 日 に は 歩 行

不 能 と な り， 思 っ た こ と が し ゃ べ れ な く な っ た ，

3月 3に は 意 識 障 害 が 出 現 し ，信 州 大 学 第 三 内 科 に

入 院． 入 院 時 意 識 は 傾 眠 で 全 失 語 お よ び 四 肢 の 協

調 運 動 障 害 を 認 め ，歩 行 は 不 能 で あ っ た ． Babl ユ
ー

ski 徴 候 は 両 側 陽 性．症 例 2 ． 2Tue ， フ ィ リ ピ ン 人

女 性 ，主 訴 は 歩 行 障 害，意 識 障 害 ．　 1992 年 5月 i1 日

に フ ィ リ ピ ン か ら 来 日 し ， 24 日 か ら 歩 行 障 害，　25

日 か ら 意 味 不 明 の 発 語，夜 間 不 穏 が 出 現 ， 2丁日 に

は 半 昏 睡 と な り 当 科 に 緊 急 入 院． 入 院 時 意 識 は 半

昏 睡 で 除 皮 質 姿 勢 で あ っ た ． 2例 と も に 臘 ［で 多 発

性 の 病 巣 を 認 め ， こ れ ら の 病 巣 は 中 心 部 が Tl強 調

像 で よ り 低 信 号 ，1 ，強 調 像 で よ り 高 信 号 で 外 側 の

淡 い 高 信 号 域 内 に 特 徴 的 な 同 心 円 層 状 構 造 を 呈 し

て お り，諸 検 査 と 合 わ せ Balo 病 と 診 断 し た ．副 腎

皮 質 ス テ ロ イ ド 薬 パ ル ス 療 法 の 他 に 症 例 1 は 1回 ，

症 例 2 は 2回 免 疫 吸 着 療 法 （IA？P） を 施 行 し た ． い

ず れ も
一

回 の lbl漿 処 理 量 は Zl と し た ．

【結 果 】 2例 と も に 激 症 か つ 難 治 性 で あ り，副 腎 皮

質 ス テ ロ イ ド 楽 の み で は 効 呆 が 不 十 分 で あ り， 副

腎 皮 質 ス テ ロ イ ド薬 投 与 中 に も 再 増 悪 を 認 め た ．

【APP 施 行 後 意 識 障 害 を は じ め と し た 臨 床 神 経 症 状

は 階 段 的 に 明 か な 改 善 を 伴 い ，MRI 画 像 上 の 病 巣 の

縮 小 を 認 め た．特 に 症 例 ］ で は 1年 間 1回 〆月 IAPP 施

行 し， 再 発 も な く 完 全 寛 解 し ，現 在 に 至 っ て い る ．

症 例 2 で は 邑 PP施 行 後 ，意 識 は 半 昏 睡 か ら 追 視 が

で き る ま で に 改 善 し た，

【結 論 】 IA？？は 難 治 性 の 急 性 炎 症 性 脱 髄 性 疾 患 で

あ る Ba ［。病 に 有 効 で あ り，今 後 Bs1 。病 の 治 療 に 副

腎 皮 質 ス テ ロ イ ド薬 と と も に 積 極 的 に 用 い る べ き

で あ る と 考 え ら れ る ，
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